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一旧東ドイツ地区･ザクセン邦グルントシュー レの場合と東ドイツオー ベルシュー レ(第1-学年)の場合との比較考察一4
田中 賢二
ドイツ･ザクセン邦のグルントシューレと東ドイツのオーベルシューレ (第 1-4学年)
とに焦点を当て,いわば学校教育法,学習指導要領などの比較考察から, ドイツにおける初
等教育段階 (通算呼称第 1-4学年)の物理教育の変遷を明らかにした｡物理教育がなされ
ている可能性のある部分は.教科 ドイツ語における領域郷土科の学習分野 ｢自然に関する知
識一自然観察｣から教科事象教授の学習分野 ｢無生命自然の現象との出会い｣に換わり,東
ドイツでは気象分野はなされていたが,ザクセン邦に至って,気象分野以外に,物理学の幾
つかの分野 (光,熱,静力学など)も扱われるように変化し,気象分野が物理学の一分野で
ないと考えれば,初等教育段階で物理教育がなされるよう変化したといえる｡初等教育段階
の物理教育の概念 ･構造においては,物理学の分野に気象分野を含めるかどうか,どのよう
な分野を必須と見なすかが問題となる｡ 
s:東ドイツ.ザクセン邦,初等教育段階,物理教育,歴史的研究K deywor
Ⅰ,はじめに とった｡まず.いわゆる西 ドイツ化の中での初等科
ドイツ語圏における物理教育の概念 ･構造はどの 学教育の変遷を,旧東 ドイツ地区のチューリンゲン
ように変わってきたのであろうか｡旧東ドイツ地区 邦に焦点を当て,次に,チューリンゲン邦の南隣,
における初等教育段階では,どうであろうか｡ 旧西ドイツ地区 ･バイエルン邦に再び焦点を当て.
89既に,筆者らは,ほぼ1 0年代始めまでの 
ドイツの初等科学教育の変化や意味を,バイエルン 北隣,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン･アンハルト邦の
(西) 初等科学教育の変遷を,更に,チューリンゲン邦の
那,ノルトライン･ヴェストファーレン邦.シュレ 初等科学教育の変遷も,明らかにしてきた5･6･7-
スヴイヒ･ホルシュタイン邦に注目し,明らかにし 加えて,ザクセン-アンハルト邦の東隣に位置し
.
89･てきた 12)｡また,1 0年代中頃の時点で,東 ･
西 ドイツの初等科学 (理科)教育を,社会主義の理 リン邦との初等科学教育の現状も,旧東 ドイツ地区･
念とドイツ･ワイマール期の教育伝統という視点か 新編人5邦の中で,残されたザクセン邦の初等科学
ら比較考察してきた3)｡宮野純次は,東 ドイツの(ほ 教育の現状も明らかにした8･9 '｡
ている旧東 ドイツ地区 ･ブランデンブルク邦とベル
079089ほ1 年代後半と1 年頃との隔たりを有する)新
旧学習指導要領を比較し,初等教育における理科的
引き続き,本稿の具体的な目的は,旧東 ドイツ地
区 ･ザクセン邦のグルントシューレ (通算呼称第 1 
--4学年)と東ドイツのオーベルシューレ (第 1領域の取扱いの変遷を明らかしている4). 
0991 年の ドイツ統一は,東 ドイツ (ドイツ民主 4学年)とに焦点を当て,いわば憲法,学校教育法,
学習指導要領など10~21)の比較考察から, ドイツに
おける初等教育段階 (通算呼称第 1-4学年)の物
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田中 賢二
なお,この旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミツテル
シューレ (通算呼称第 5-10学年)における物理教
育や生物教育,ギムナジウム (通算呼称第 5-12学
午)における物理教育の現状分析,加えて,ミツテ
ルシューレ物理と旧東 ドイツオーベルシューレ (第 
5-10学年)物理との比較考察を, 4つの拙櫛 2-25)
で行っているO 
Ⅱ.枠組み
ドイツ民主共和国 (東 ドイツ)はドイツ民主共和
国憲法 (第17条)によってすべての市民に対し,舵
一的な教育制度を保障している0-万, ドイツ連邦
共和国においては教育の管轄権が邦にあることを,
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦の憲法 (第103条)に
よって確認できるO 教育が中央集権から地方分権に
変わったことになる｡ 
Ⅱ. 1.学校制度 ･過授業時間数
東ドイツは民主共和国 (Dmortsh eulke kaiceRpbi)
と称しているが,その学校教育法である統一社会主
義教育制度法の条文内の社会主義を冠として被せた
多様な概念.社会主義教育制度,社会主義的人格,
社会主義社会,社会主義的民主主義,社会主義的モ
ラル,社会主義国家,社会主義国,社会主義的文化,
社会主義的普通教育,社会主義教育的普通教育,社
会主義的上部構造,社会主義的公民,などで分かる
ように,社会主義国 ( roilsiceSaa)でDeszaitsh tt
あった｡一方,旧東 ドイツ地区のザクセン邦は連邦
共和国 (Bundesrepublik)内の一つの邦となった
ので,社会主義国の建設を標樗しなくなったという
表 1 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)週授業時間割表
第 1学 年 前 期 第 1学 年 後 期 第 2学 年 第 3学 年 第 4学 年 合 計 
Deutschunterrichtドイツ語 ll 10 12 14 14 50
5 
1 
1 
1 
2 
1 
5 
1 
1 
1 
2 
21 
1 
6 
1 
1 
1 
2 
24 
1 
6 
1 
1 
2 
2 
27 
1 
6 
2 
2 
1 
3 
29 
3
1
schutgarten学 校 園 
Mathem atik数 学 
Werken工 作 
Zeichnen図画 
Musik音 楽 
.sportスポ ー ツ 
総 計 21 
表2 東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)週授業時間割表 
Klasse 学 年 5 6 7 8 9 10 計 % 
Deutsche Sprache undLiteratur ドイツ語 と文 学 7 6 5 5 4 3 0 15.3
Mathematik 数 学 6 6 6 4 5 4 16.31 
P h y B ik 物 理 学 - 3 2 2 3 3 1 3 6_
大きな変化となる｡
東 ドイツは10 (3･3･4) 2制の学校制度,10
年間の義務教育である｡初等 ･前期中等教育段階と
いう概念はない｡しかし,学年毎の設置教科数の変
化に注目すれば,第 1学年前期 6,第 1学年後期～ 
4学年 7,第 5学年10 (+選択 1),第 6学年11(+
選択 1),第 7-8学年13(+選択 1),第 9-lo苧
年13(+選択 2)であり,4学年と5学年に大きな
段差があり,第 5-10学年を前期中等教育段階と見
なせるoこの第 5学年から,教科ロシア語,生物,
地理,歴史,選択教科裁縫が新しく設置され,教科
学校園,図画がなくなり,また, ドイツ語が ドイツ
語と文学に変わりドイツ語の領域郷土科がなくなっ
ている (参照表 1,2)0
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦は4･6･2制の学
校制度,9年間の義務教育,中等教育段階の 6年制
ミッテルシューレ,8年制ギムナジウム-の進路決
定などは原則として入学試験でなく推薦書によって
決まっていくこと,などを確認できる｡
結局,単線型からフォーク型学校制度に変わった
ことになるが,東 ドイツ,旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
ン邦,共に,第 1-4学年が初等教育段階であり.
この 4年間に注目していくことになる｡
表 1と2そして 3は,東 ドイツオーベルシューレ
第 1-4学年と第 5-10学年の週授業時間割表,そ
して,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルントシュー
レ過授業時間割表である｡
表 1と表 3との対比から東 ドイツと旧東ドイツ地
区 ･ザクセン邦との初等教育段階 (通算第 1-4学
.5 
.5 
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Biologle 生 物 
Geographic 也 :嘩邑 
Astronomie 天 文 
Po)ytechnik 総 合技 術 教 育 
Werken 工 作 
Staatsb〔lrgerkunde 公 民 
KUnsterziehung 芸 術 
Musik 音 楽 
Sport スポー ツ 
Pflichtwochenstunden 週 時間数 (必修 ) 
fakuJtatiV 選 択 
2.Fremdsprache 第 2外 国語 
Nadetarbeit 裁 鰯t 
教 科 数 
2 7 
2 
- - 5 
- - 3 
2 1 
- - 6 
1 6 
1 1 
3 3 
31 00 
- -
1 -
10 
(*)大綱に従って定められている叶能な選択 22コース:数学,情楓 エレクトロニックス,物理の技術的止凋 ,天文と宇宙飛行,水の化学,
ミクロな生物学,情報加工とプロセスの自動化 自動車技術 郷土の祈域, jJ マルクスレーニン哲学の基本問題への入門,
2 1 2 2 2 ll 5.
2 2 2 1 2 ll 57 
- - - 1 1 0.
4 4 5 5 18 9.
2 - - - - 4 2.
1 1 1 2 5 2.
1 1 ー 1 - 5 2.
1 1 1 1 1 6 3.
3 2 2 2 2 14 7.
33 32 33 32 32 193 1
3 3 3 2 ll 
- - - - 1
ll 13 
社会主義諸Liの文化
文学,音楽.芸術.ロシア語会話
表 3 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ブルントシューレ週授業時間割表 
Klassenstufe学年 1 2 3 4 計 
Reliqion/Ethik宗教 /倫理 1 2 2 2 7 
Deutschドイツ語Sachunterdcht事象教授 7 6 7 7 2798)2 98)3 9a)2 108)3 (3) 
10 
Mathematik数学 5 5 5 5 20 
Englisch英語 2 2 4 
Kunst芸術 1 1 2 1 5 
We｢ken上作 1 38) 1 3a) 1 5a)2 1 48)2 4Musi% # 6 
Sponスポーツ 3 3 3 3 12
教科数 8 9 
Summe合計 21+2 22 26 26 95+2 
ntensivesSprachenle｢nen会話集中授業 1 1 1+C) 1+C) 4 
a)教科群における各教科への配分は教授学的要請に従って集中流動的になされてよい｡しかし,学年内では各教科の時間は守られねば
ならない｡ 
b)新入生段階における多様な支援のための時間o 
c)特定のグルントシューレにおける承認された計画に基づく会話集r'l授業0 3,4学年で,支授授業を含めて,合計で週 3時間まで｡
年)では,学校園,宗教/倫理,英語の有無で異なっ
ている｡一方,共に,物理教育も科学教育も独立し
た教科として設定されていないが,いわば共に生活
科に相当する郷土科と事象教授があり,週授業時間
数はこの 4年間合計で共に10で同じであり,ドイツ
語の中の一つの分野 (領域)とドイツ語の授業との
連携を可能にした過授業時間数の指示とで分かるよ
うに,共にドイツ語と密接に関連しているoかつて
のドイツや旧東ドイツ時代の伝統の残液を見ること
ができるが,ドイツ語の中の郷土科が教科として独
立して名称が事象教授に変わっただけで,行われて
いる可能性のある物理教育には変化がなかったので
あろうか｡
-
なお,中等教育段階では,科学 (理科)ではなく,
生物,物理,化学という教科が設けられている｡ま
た,地学という教科もないが,表 5東ドイツオーベ
ルシューレ (第 5-10学年)週授業時間割表でわ
かるように天文という教科が東ドイツの前期中等教
育段階の最後 (第10学年)に必修教科としてあり,
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ではギムナジウム上級
段階 (第11-12学年)に選択教科として天文が設
ドイツにおける初等教育段階の物理教育の変遷 -
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルントシューレの
場合と東ドイツのオーベルシューレ(第 1-4学年)
の場合との比較考察-には,郷土科と事象教授に注 
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目していかなければならない｡ 領域の過授業時間数 一東 ドイツのオーベルシューレ 
まとめとして,表 1と 3から,郷土科 と事象教授 (第 1-4学年)の場合 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
の部分 を抜粋 して作成 した表 4が,初等教育段階 ン邦のグルントシューレの場合 との比較 -である｡
(通算第 1-4学年)における科学教育の関連教科･
表 4 初等教育段階 (通算第 1-4学年)における科学教育の関連教科 ･領域の週授業時間数一東 ドイツの
オーベルシューレ (第 1-4学年)の場合 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルン トシューレの場合 と
の比較 -
東ドイツオーベルシューレ ドイツ語(内数 :郷土科 ) ll(1) 10(2) 1(2) 14(3.5) 14(3) 50.5(10)
クセン邦ケルントシ 9a) 9a) 9 )8 10a) (37) 
旧東ドイツ地区 .ザ ドイツ語事象教授 7 6 7 7 27
a)教科群における各教科への配分は教授学的要請に従って集中流動的になされてよい｡しかし,学年内では各教科の時間は守られねば
ならない｡ 
Ⅱ. 2.学習指導要領
東 ドイツの学校教育法 :統一社会主義教 育制
度法23条 (1)｢授業 の学術性 と体系性 を保証す
る国の学習指導要領 に従 って (ロachstaa川chen 
Lerlnn,授業がなされるべ きである｡学習指hpae)
導要領には,基礎的な教育内容が長期に定められて
いる｡国民教育省は,学習指導要領が教育学研究者,
教員,教育学分野以外の研究者の協力で作製されて
いることを,保証する｡｣,旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
ン邦学校教育法35条 (1)｢教育基準,学習指導要
育 (Lhpae,授業時間割が授業 と訓育 との基erln)
盤である｡これらは,学校当局によって定められる｡｣
でわかるように,東 ドイツ,旧東 ドイツ地区 ･ザク
セ ン邦,共に.学習指導要領が教育の大綱を規定 し
ている｡
東 ドイツの郷土科に関わる学習指導要領は,第 1
学年編,第 2-4学年の ドイツ語編であ り,表 5-
8がそれぞれの冒頭部分 と目次である｡
学習指導要領は学年進行で実施に移 され,第 2-
4学年用は1983-1985年であ り,一方,第 1学年用
表 5 東 ドイツオーベルシューレ第 1学年学習指導
要領 (冒頭 ･目次)
統一社会主義教育制度法の決定に合わせて,4年間
から3年間への低学年の移行が,徐々実施される｡
詳細な指導要領の採用によって始められる陶冶 ･訓
育のレベルアップ過程が,この指導要領でもって継続
されるO
詳細な学習指導要領の構想は本質的に変化なしであ
る｡詳細な指導要領は,学校実践で得られてきた経験
に基づき,学術的な認識を考慮して一教科音楽と図画
は1959年に-,改訂されてきたO第 1学年の学習指導
要領は全ての教科で1968年 9月 1日から実施されるO
同時に.1968年 9月 1日から以下の時間割が年次進
行的に実施される｡(第 1学年には1968年 9月1日,
第 2学年には1969年 9月 1日,第 3学年には1970年 9
月 1日に有効となる｡)
ベルリン 1967年 5月 2日
国民教育省大臣 マルゴット ホ-ネッカー  
lhls目次nat
低学年 (第 1-3学年)の授業 ･- 7
教科 ドイツ語の授業 ･･･21
目標と使命 ･･･21
授業の方法論的組織的準備に関する指示 - ･26
授業の内容 ･- 37
前期 読みと書き- ･37
後期 読み ･･･68
書き･･･81

正書法 ･･･83

文法 ･･･86

口答表現と書面表現 ･･･89

前 ･後期 郷土科 - ･91
筆記体 ･･･104
ドイツ語授業の総合案 ･･･106
教科学校園の授業 ･･･119
教科スポーツの授業 - ･201
は1990年実施予定で改訂準備されていた(表 11参照)
が,ベルリンの壁の開放 (1989)などでわかるよう
に,実施に移 されなかったと見なしてよいだろう｡
この東 ドイツの 4つの学習指導要領によって,郷
土科では教科 ･領域の学年毎の目標を示 しているこ
とにな り,学年を越えた全体 としての 目標を知るこ
とが出来ない｡
表 9は,旧東 ドイツ地区 ･ザ クセ ン邦 グル ン ト
シューレ学習指導要領 ･事象教授の冒頭部分 と目次
である｡ 
2004/05年度か らの実施,第 1と第 2学年 とを-
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表 6 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 2学
年学習指導要領 (冒頭 ･目次) 
1983年 9月 1日に有効となるo
国民教育省大臣 マルゴット･ホ-ネッカー 
Ihls目次nat

教科の目標と使命･･･5

領域の目標と使命･･･8

読み･- 8

書き - ･10

正書法･- ll

文法･･･13

口答表現と書面表現 - ･15

郷土科 ･･･16

内容･- 19

読み･･･19

書き･･･30

正書法･- 33

文法 - ･41

口答表現と書面表現 ･- 50

郷土科 ･･･55

表8 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 4学
年学習指導要領 (冒頭 ･目次) 
1985年 9月 1日に有効となる｡
国民教育省大臣 マルゴット･ホ-ネッカー 
Ihls目次nat

教科の目標と使命･･･4

領域の目標と使命 - ･8

読み･･･8

口答表現と書面表現･- 12

正書法と文法･･･14

郷土科 ･ ･18
･
内容 ･･･22

読み ･ ･･22

口答表現と書面表現･I･46

正書法と文法･- 58

郷土科 ･･･78

区分にしていることがわかる｡なお,部分改訂が,
移行段階の終了2009年に旧東 ドイツ地区 ･ザクセン
邦教育研究所との協力の下,グルントシューレ教員
によってなされたが,事象教授については変更はな
かった｡
東 ドイツの郷土科とは違って,ザクセン邦の事象
教授では学年毎の目標を示すのでなく,全体として
の目標のみを示している｡
初等教育段階 (第 1-4学年)に絞 り,いわば新
旧のこの学習指導要領の実施開始年は,ほぼ20年間
の隔たり (1968,83-85, -2004)を有しているこ
とになる｡
Ⅲ.東 ドイツのオーベルシューレ (第 1-4学年)
と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルン トシューレ
表7 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 3学
年学習指導要領 (冒頭 ･日次) 
1984年 9月1日に有効となる｡
国民教育省大臣 マルゴット･ホ-ネッカー 
Ihls日次nat

教科の目標と使命･･･5

領域の目標と使命 - ･8

読み･･･8

書き ･ ･11
･
正書法 ･ ･12
･
文法 ･･･14

口答表現と書面表現 - ･16

郷土科 ･･･18

内容 - ･22

読み･･･22

書き･･･32

正書法･･･35

文法･･･43

口答表現と書面表現 ･･･55

郷土科 - ･61

表 9 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルントシュー
レ学習指導要領 ･事象教授 (冒頭 ･目次)
グルントシューレ学習指導要領は2004年 8月 1日に有
効となる｡ 
Ihlsezihi S ie頁natvrecns目次 ･･･ et
Te udaeHGrnlgn総則

学習指導要領の構成と拘束性 ･･･l
V

グルントシューレの目標と使命 ･Vl 
-
教科連携の授業 ･ ･･Xl
学習の学習･･･X 
TelaherlnScut ih事象教授編iFclhpa ahnerrct

事象教授の目標と使命･･･2

学習分野と標準時数の一覧･･･4

第 1&2学年 ･ ･5
･
第3学年 - ･15

第4学年 - ･21

の物理教育 
Ⅲ.1.学習分野
教科や領域の内部構造.学習分野はどのように
なっているのであろうか,物理教育の有無などが判
らないのであろうか｡
表10,12,13は,東 ドイツオーベルシューレ (第 
1-4学年)における郷土科の中の学習分野とその
授業時数,東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学
午)における初等科学教育一郷土科の中の学習分野
｢自然に関する知識一自然観察｣の授業時数と割合,
東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)におけ
る初等科学教育一郷土科の学習分野 ｢自然に関する
知識一自然観察｣とその区分と割合である｡なお,
表11は,東 ドイツオーベルシューレ･第 1学年にお
ける郷土科の1968年版からの変更案であり,学習分 
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学年 学習分野 時数 
1 導入時間 14
児童と少年ビオニールとしての子ども 9
14
10
8 
社会生活への導入 
自然に関する知識 -自然観察 
交通-交通教育 
2 社会生活への導入 35 6
20
5 
自然に関する知識 -自然観察 
自由に使える時間 
3 社会生活への導入 68 1
32
5
自然に関する知識 -自然観察 
自由に使える時間 (観察.教授活動,現今の 
出来事の為に) 
59 9314 社会自然に関する知識 -自然観察 
野やそれぞれの授業時数に若干の変化の予定を見る
ことができる｡
表14は,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルント
シューレにおける事象教授の学習分野と標準授業時
数である｡表15は,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グ
ルントシューレにおける事象教授の学習分野と標準
授業時数との一覧を表にまとめたものであるQ
表10-14で示してきた学習分野からは,物理教育
の有無などはわからない｡しかし,物理教育を含む
可能性のある教科･領域･学習分野は.東 ドイツオー
ベルシューレ (第 1-4学年)における初等科学教
育一郷土科の中の学習分野 ｢自然に関する知識一自
然観察｣と,旧東ドイツ地区 ･ザクセン邦グルント
シューレにおける学習分野 ｢無生命自然の現象との
出会い｣とみなせる｡それらをまとめれば 表19と
なる｡
表15の旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルント
シューレにおける事象教授の学習分野と標準授業時
数との一覧 (まとめ)でわかるように,学習分野には
選択学習分野を除き,5学習分野があり,科学教育
に該当する分野は,動植物との出会い,そして,無
生命自然の現象との出会いの 2分野とみなせる｡共
に,出会い Begegnung,対処であり,生命に関係
する事象と生命に関係しない事象という 2区分によ
表10 東ドイツオーベルシューレ(第1-4学年)に
おける郷土科の中の学習分野とその授業時数
2
0
05
表11 東 ドイツオーベルシューレ･第 1学年にお
ける郷土科の1968年版からの変更案 
0
1968 42時数
Ⅰ導入時聞 
Ⅱ児童と少年ビオニールとしての子ども 
Ⅲ社会生活への導入 
自然に関する知誠 -自然観察 
1冬の自然一点■貞G粛 4 
2春の自然観察-いくつかの早咲きの花に関する 4
知識
1
9
14
10 
Ⅴ交通-交通教育 
1986 教材案 42時数
Ⅰ社会生活への導入 
1学童としての子ども 5 
2ビオニールメンバーとしての子ども 2 
3ドイツ民主共和国-我が#金主茅祖国 4 
4平和と#金主農における幸福な生活のための労 5
働と労働者の闘い 
5学童と少年ビオニールは他の諸国の子どもたち 3
との友好関係を築く 
6交通教育 8
Ⅱ自然に関する知誠一自然観察 
1秋における広葉樹の変化 2 
2冬における気象現象,植物と動物 4 
3春における気象現象,植物と動物 7 
4健康と健康管理 2 
1989 教材案 42時数
Ⅰ社会生活への導入 
1我々は学童である 2 
2#会_若芽的郷土I=おける人間の生活 12 
3交通教育 8
自由裁量の時間 3 
1秋における自然 2 
2冬における気象現象,植物と動物 6 
3春における気象現象,植物と動物 6 
4夏における自然 1 
5健康と健康管理 2
8 
27 
15 
25 
表12 東 ドイツオーベルシューレ(第1-4学年)
における初等科学教育一郷土科の中の学習分
野 ｢自然に関する知識一自然観察｣の授業時
数と割合
週当たりの授業時間数が30
時間であるので.初等科学
教育は週授業時間数合計で
ほぼ 3時間となる｡また,
郷土科の 3割程度を占める
ことになる｡
表13 東 ドイツオーベルシューレ(第1-4学年)
における初等科学教育一郷土科の学習分野 ｢自
然に関する知識一自然観察｣とその区分と割
合
なお,AB区分は,/t命に関係する内容と生命に関係 しない
内容を示している｡
B 
1
1 
1 
時数 A 
1学年 10
冬の自然 .克GG穿 4 
春の自然観察-いくつかの早咲 
きの花に関する知識
4 1
春の鳥の保護 2 1 
2学年 20 
1カレンダーへの導入 2 
2点食G欝 4 
3秩.冬 ,春の自然 14 1 
3.1秋の広葉樹と針葉樹の変化 3 1 
3.2秋と冬の動物 4 1 
3.3春の植物の変化 3 1 
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3学年 32 
1郷土の植物と動物 21 1 
1.1秋.香,夏の樹木 6 1 
1.2家畜 10 1 
1.3穀物 5 1 
G g 
4学年 31 
1㌔郷土の耕地で 61 1 
1.1耕地での栽培植物と人間のため 
のその意義
3 1
す条件 
2.2森林の動物 4 1 
3.河川での植物と動物 4 1 
4植物と動物は生物である 4 1 
5身の回りの水 5 
51自然における水. 3 
における遠足の為の時間
区分別 
A生命自然 節時数68(73.9%) 
1 春の鳥の保護 
2 秩,冬,春の自然 
3 郷土の植物と動物 
3 健康な生活様式について 
4 郷土の耕地で 
4 森林の植物と動物 
4 河川での植物と動物 
4 植物と動物は生物である 
B無生命自然 節時数2 2.%)3(50
1 冬の自然 ..有責G穿 
2 カレンダーへの導入 
2 鼻彦Gg 
3 個々の季節における気象と鼻農相 
A&B? 節時数 222(.% )
｢4 ｢自然に関する知識-自然観察Jにおける遠 
2. 
14 
21 
3 
6 
10 
4 
4 
4 
2 
4 
.8 
2
1 
1
表14 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ゲルントシューレにおける事象教授の学習分野と標準授業時数 
Stutreug構造化rkuirn
事象教授の学習指導要領は学習分野に分けられているOそれらは,上級学校の教科では,社会科学的,空間関連,自
然科学的分野を適宜考慮 している｡つまり. 
ua bnudl e-Zsmmenlee n ernn一緒に生活 し学ぶ 
-MenKdprn ieGeudet身体と健康i reudmen snhi

eenne t aznu rn動植物とのLほ
-BggugnmiPflne ndTiee l い 
-BggugmiPhnmee eublbe au無生命自然の現象との出会いeenn t ao nndrneetnNtr
IBeenn t amudZ l空間 ･時間との出会いggugmiR u n et
事象教授において学習分野に属する学習内容は,上位の関連を把握 し,理由づけられた事象･価値判断を作るために,
意味深 く相互にネットワーク化されている｡ 
LeneeceZinct nrbrih,etlhwee学習分野,標準授業時数
各学年には,25週の学習分野を.必修的に定めている｡/加えて,各学年に, 2週で選択学習分野が扱われる｡主要教
料, ドイツ鼠 ソルブ (ソルピア,ウェンドWendisch)請,事象教授,数学では,各学年で,1週が,定着と関連 
Fetgun n enetugのために,一つの学習分野が準備されている｡si gudVr zn
学年内での学習分野の目的にあった順序に関する決定,学習分野内での重点決定は,教師の責任である｡目的達成が
保証される限りで,標準授業時数は変更可能である｡
表15 旧東 ドイツ地区･ザクセン邦ブルントシュー
レにおける事象教授の学習分野と標準授業時
数との一覧 (まとめ)
学習分野/標準授業暗数
第 1&2学年週授業時間数計 5*(25+2+1)= 1
LB 1一緒に生活し学ぶ 
LB2身体と健康 
LB3動植物との出会い 
LB4無生命自然の現象との出会い 
.LB5空間 .時間との出会い 
第 3学年 週授業時間数 2*(25+2+1)≡ 
40 
8 
20! 
45 
26 
26
56 
LB2身体と健康 
LB3動植物との出会い 
LB4無生命自然の現象との出会い 
LB5空間 .時間との出会い 
.漢択学習分野 (4/7}野で時数各 4. 1つ選択) 
第 4学年 週授業時間数 3*(25+2+1)≡ 
し81一緒に生活し学ぶ 
LB2身体と健康 
LB4.無生命自然の現象との出会い 
LB5空間 .時間との出会い 
定着と関連 :メディア-情報処理加 ⊥ 
i巽択学習/nt野 (6/]>野で暗数各 6. 1つ選択〕 
5. 
12 
12 
14 
4
84
12 
9 
7 
24.
3 
6 
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表16 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のゲルントシューレの場合と東 ドイツのオーベルシューレの場
合の初等教育段階 (第 1-4学年)において物理教育がなされている可能性のある教科 ･領域 ･
学習分野
東ドイツオーベルシューレ(第 1- 4学年) ドイツ語 郷土科 (第4ないし第2学習分野)自然に関する知識-自然観察
旧東ドイツ地区.ザクセン邦グ 事象教授 (第4学習分野 )無生命自然の現象との出会い
る自然科学的事象への最初の学習であるといえる｡
なお,それぞれ 4ないし6時数が想定されている
選択学習分野において,第 1&2学年で 8 (1:よ
り開かれた授業形態の組織化,2:環境問題ゴミ,3:
学校園,4:街路交通における子ども,5:植物世界
の中の色,6:風と水の力,7:石,8:自転車を使っ
た実際の訓練)から 2.第3学年で 4 (1:植物の
増殖,2:昔の植%.3:地域の石と石文化 4:街路
における自転車運転)から1,第 4学年で 6 (1:
誕生と乳児の世話,2:生活圏としての森の緑,3:空, 
4:地元の産物,5:ザクセンの城,山城,庭.6:袷
排水の行程)から 1テーマが選択的に学習される｡
その枠内で,初等科学教育の増大の可能性を有して
いる｡しかし,物理教育のテーマといえるものはない｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルントシューレ
の場合と東 ドイツのオーベルシューレの場合の初等
教育段階 (第 1-4学年)において物理教育がなさ
れている可能性のある教科 ･領域 ･学習分野をまと
めると､表16となる｡ 
Ⅲ.2.学習目標
表16でわかるように,初等教育段階 (第 1-4学
午)において,教科や領域の内部構造,学習分野か
らは物理教育の有無などが窺い知れなかったので,
次に,学習目標の側面から検討していきたい｡
表17のように,いわば学習指導要領解説で,東 ド
イツオーベルシューレ (第 1-4学年)における郷
土科の目標を知ることが出来る｡
表18は,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルント
シューレにおける事象教授の目標であるOその学年
別の目標も4区分①社会的文化的環境において正し
く振る舞い.作 り上げる能力の育成,し奇自然の硯象
に立ち向かう能力の育成,③空間と時間とを知る能
力の育成,④事象の解明と記載に対して言語的能力
と専門的な方法との育成であり,5学習分野①一緒
に生活し学ぶ,i)身体と健康,③動植物との出会い,
④無生命自然の現象との出会い,⑤空間 ･時間との
出会いとの単純な対応関係はない｡
事象教授における目標②自然の現象に立ち向かう
能力の育成が,初等科学教育の目標と見なせる｡こ
の学年別の目標を文別にわけて得られた10項目は,
表19のように,区分できる｡
表17,東 ドイツオーベルシューレ(第 1-4学年)
における郷土科の目標と使命からは,物理教育が行
われる必然性を見出すことはできない｡
表22,旧東 ドイツ地区･ザクセン邦グルントシュー
レにおける初等科学教育の学年別目標とその区分か
らは科学教育に該当する 2分野③動植物との出会
い,④無生命自然の現象との出会いに等分 (5項目
ずつ)されていくこと,学年段階が上がると範囲の
拡大と程度の深化とが考えられていることを知るこ
とができる｡さらに,その中の 3つの文言｢光と影,
空気 ･水の特性,気象についての経験を集めること
で,簡単な自然科学的まとまりを理解する｣,｢実験
によって水の特性についてイメージを深め,自然に
おける水の循環についてまとまりを作る｣,｢自然現
象を探究し,日常における水,熟,土地についての
知識を利用できる｣という目標からは,第 1-4学
年すべてで,物理教育が行われる必然性を見出すこ
とができた｡
表17 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)における郷土科の目標と使命
領域郷土科において生徒は自分の郷土の知識を学ぶ｡戯労音の店戯･#会壬題戯国家 ･Miにおける歴史事者とB
然に厨する基本LWを類題を獲得する｡自然と社会とまとめを徐々に把握し,#会主題祖国の一部として自分の郷土を
うまく理解する｡郷土科の授業で生徒は基礎的な居着･草野放 ,I (例えば.地図･着 ･グラフを使った学習,観察･
探究･簡単な実顔の実施 ;とりわけ地元の歴史的事物)に関心を向けられ,方向を定め･自主的に知識獲得し,郷土
の事物現象を興味関心を持って追求するよう助力することになる｡
これと密接に関連して郷土科の授業は生徒の#神LW戯カの育成に寄与する｡生徒は,事物現象の本質的な特徴を把
捉･事物を多様に比較･事象間の関連の認識･既存の認識の新しい事悲-の転移･少しずつ合理的な判断が,できる
ようにされる｡
郷土科の授業は,ドイツ語の他の領域の授業,他の教科の授業,授業外活動との密接な協力のもと,#会主題凝固
愛 ･平材希求の教育という本質的な寄与を行うo祉会的に有用な活動-の準備に目覚めさせ,ソビェト その他の#
会主都 者国との友好の感情･解放の削こ闘う諸民族との連帯の態度を刻むQ自然に対する情緒的に刻まれた態度の育 
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成を支え･人間の福祉の為に自然を利用 ･維持 ･保全に向け,我が国内で大きな努力をする意図をもたらす,
郷土科の学習指導要領の一層の発展は･教科ドイツ語の中の領域郷土科の個性発達に対する潜在能力の更なる活用
に向けて･よりよい条件を作ることに向かっているoとくに,社会生活の教材分野で事実 ･時間配分 ･概念･まとめ
が直感的･生活密着的･体系的に伝えられ･同時に,拡大される知識と生徒の経験とを念頭におかれることを,確実
にすることが大切である｡
なお.原文の斜体 (イタリック体)杏,上記翻訳では斜鉄太字で示す｡
表18 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ブルン トシューレにおける事象教授の目標 
Zil n ugbndsFce ahnerrcteeudAfae e ahsScut ih事象教授の目標と課題 
Beta uagmennBidnirgzr"e ie lug一般陶冶への寄与
事象教授は,児童が生活と世界を解明し理解し形成できるように支援する｡対応した思考学習方法を育成することで.
子どもらしい考察方法を段々と学問的な合理性へと至らしめる｡
教科は,民主的な秩序の習熟 判断 ･決定能力の育成に寄与する｡郷土は知識獲得と世界理解開始に重要な意味を持
つo地域の状況を議論することで,児童は個々の情緒的な地域-の関係を展開し,責任を担うことを学ぶ｡事象教授
は,児童に対して年齢に合った形で社会 ･自然 ･技術から基礎的な知識に手ほどきを与え,多様な興味の育成を刺激
する｡事象教授では児童の観察能力がとくに培われる｡自然に対する積極的な態度の獲得や認識と創造への活動的な
取り組みにとって,本質的な条件である｡また,美学的な側面も,語られ考慮される｡ 
ale Jn ahih ee一般的な教科目標gmelefclceZil
一般的な教育への教科の寄与から,次のような一般的な目標が生じる｡つまり. 
-社会的文化的環境において正しく凝る舞い,作り上げる能力の育成
-自然の現象に立ち向かう能力の育成 
-空間と時間とを知る能力の育成 
-事象の解明と記載に対して言語的能力と専門的な方法との育成
表19 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ゲルン トシューレにおける初等科学教育の学年別目標とその区分
学年 区分 
1 1& 2 B 児童は目的に合わせ 1=知覚によって四季の変化のイメージを獲得するO 
2 1& 2 A 精選した動植物を的確に区別できるo 
3 1& 2 A 動植物と出会う際にその行為を考え,自然の創造に際し学校圏で協力する○ 
4 1& 2 B 児童は.光と影 .空気 .水の特性 .点■Gについての経験を集めることで.簡単な自然科学的 
5 3 A 児童は種の知識を拡大し,動植物を精選した特徴で区別でき,生活空間との関係をハツキ
リできる○ 
6 3 B 精選した植物性食糧の構造と意義との知識を学ぶo 
7 3 B 穿Rによって水の特性についてイメ-ジを深め.自然における水の循環についてまとまりを
作るO 
8 4 A 児童は生活圏森と河川との更なる動植物の知識を学ぶ Q 
9 4 A 精選した生き物の生活条件と適応とを論じるOその際に,自然にとって価値判断を培うo
F 
なお,AB区分は.生命に関係する (動植物か生き物を含む)5項目と生命に関係しない (動植物か生き物を含む以外)5項目を示してい
る｡
結局,学習目標の側面,要請されているかどうか
か ら検討すれば,物理教育が,東 ドイツオーベル
シューレ(第 1-4学年 )においては扱われないで ,
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルントシューレにお
いては扱われていると推測できた｡ 
Ⅲ. 3.学習内容
学習目標に引き続き,学習内容の側面からも,物
理教育の有無などを検討 したい｡
表20は,東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学
午)における内容指示,第 1学年学習分野 ｢自然に
関する知識一自然観察｣の最初の事例 ,｢冬の自然
観察と克象観察｣であるO
表13,東 ドイツオーベルシューレ(第 1-4学年)
における初等科学教育 -郷土科の学習分野 ｢自然に
関する知識 一自然観察｣とその区分と割合において
分かるように,生命に関係 しない内容 Bで気象以外
は,第 4学年の最後に｢身の回りの水｣という(第 5)
大項目であり,その 2つの中項 目の内容 ｢5.1自然
.植物 ,における水｣｢52 動物,人間の為の水の意義｣
が,表21である｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルントシューレに
おける学習分野の指示は,表による形式で行われて
いる｡備考は提案であり,適切な教授学習方法の指
示.内容的な説明,また,児童への多様な支援可能
性の事例である｡-で,同一教科内や他の教科の目 
- 51 -
田中 賢二
標 と内容に,そ して,一一で,グルン トシュー レ とその区分と割合で分かるように,第 1学年第 1大
の上位の目標 ( dnsudEzeugafrg 項目｢冬の自然･岩泉#穿｣,第 2学年第 2大項目｢京BHug-n rihnsuta
陶冶訓育使命)に対する関連指示 も含んでいる｡備 鹿野穿｣,第 3学年第 2大項 目 ｢個々の季節におけ
考の欄が選択で,E]標と内容の欄が必須 といえるO る気象と黄泉静粛｣で分かるように,明らかに 4年
表22 学習分野 L4 間を通じて気象分野を扱っている｡ここで,気象分は,その例であ り,第 4 (B):
無生命自然の現象との出会いである｡ 野が物理学の一分野でないとすれば,東 ドイツオー
表21で分かるように,第 4学年第 5大項目の内の ベルシューレ (第 1-4学年)においては,物理教
中項 目 ｢5.1自然における水｣は,いわば 2つの小 育が扱われていないと確認できる｡
項 目5.. 環境における水の存在｣ .. 水の 一万,表22で分かるように,旧東 ドイツ地区 ･ザ11｢ ,512｢
蒸発と凝結による雲と降水の形成｣からなり,後者 クセン邦グルントシューレにおける第 1&2学年 ･
は,気象分野であるoまた,表13東 ドイツオーベル 第 4学習分野 (LB4):無生命自然の現象との出会
シューレ (第 1-4学年)における初等科学教育一 いの第 5と6の大項目で水が扱われてお り,東 ドイ
郷土科の学習分野 ｢自然に関する知識一自然観察｣ ツとは視点が異なっている｡第 1と 2大項目は,光
表20 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)における内容指示,第 1学年学習分野 ｢自然に関する知
識一自然観察｣の最初の事例
自然に関する知識一自然観察 10時数

冬の自然観察と東泉観察 (4)

児童は東泉現象を観察し.若干の典型的な現象を【)用りすることを学ぶべきである｡

ある時期の観察結果を記録 ･比較することに慣らされる｡

冬の期間の典型的な現象形態を落葉樹と潅木で認めるべきである｡

動物保護の知識を獲得し,いくつかの鳥を区分することを学ぶO

東泉現象と動物の振る舞いとの簡単な関係を把握するO

内容的重点
 
1-2週間の東泉観察 (質,雨,曇り,晴天),以下の記号による記録｡

落葉樹と潅木 (落葉.つぼみ)の観察

池と海の結氷 (注意),畑と牧草の雪 (寒さの保護としての雪)

森の動物の振る舞い (気候に合わせて)

動物の保護に対する人間の活動

飼育箱の鳥の観察 (外的な特徴),鳥への餌やり (餌リング,正しい餌やり)

寒さに対する家畜の保護 (暖かい家畜小屋,餌やり,世話)

春の自然観察一いくつかの春咲きの花に関する知識理解 - (4)

表21 東 ドイツオーベルシューレ第 4学年における学習分野 ｢自然に関する知識一自然観察｣の第 5大項目
｢自然における水｣の学習内容 (2つの中項目) 5時数 
5.1自然における水 3時数
内容的重点 :
環境における水の存在 :
河川 -小川.池.潤 ,海 ;
大地の水一地下水 (例えば,鉱泉水)と土壌の湿度
植物と動物における水- (例えば学校園の授業の)知識と経験との閉息 植物における水の実証 (植物の断面への圧
力によって);人間と動物による水の排出 (汁,尿);空気中の水 (湿度,透明) -板ガラスやメガネの曇りでの認識
可能性 :降水としての水一降水の種類 (雨.露,寡.雪,霜,露)に関する復習o
水の蒸発と凝結による雲と降水の形成 :
空気中の水の存在 (湿度) -生き物から,河川,大地の表面での水の蒸発 ;環境における蒸発現象の観察 (例えば,
水たまりの乾燥,洗濯物 ･湿った壁 ･植物標本の乾燥),若齢 ｢ガラスや箔の下の植物｣における水の蒸発実証,ガ
ラスにおける水滴の観察｡
冷却による空気中の湿度凝結の男爵-老齢 (鏡や板ガラス-の息の吹きかけ,冷たいものの曇り);空気内に含まれ
る水分の凝結による雲の発生 (大気中に漂う非常に小さな水滴や氷の生成)0
大気の更なる冷却による雨 ･雪 ･霧の生成 (水滴か雪の結晶が集合し 漂い,地上に落下するくつ);空気中に含まれる
水分のガラス･木々･建物などでの凝結による露 ･霜の生成｡ 
5.2植物,動軌 人間の為の水の意義 2時数
内容的重点 : 
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植物にとっての生活条件としての水 .･
動物にとっての生活条件としての水 :
人間にとっての生活条件としての水 :
読みとの連携 = 水を下さい｣( o詩｢ 読本の文面) 
表22 旧東ドイツ地区 ･ザクセン邦 ブルン トシューレにおける第 4学習分野 (LB4)ニ無生命自然の現象との出会い
正 蒜 壷 表 示 ~蒜 蒜 后有 言 標 と内容 Bemerkunoen備 窯
第 1& 2学年 .26時数 6大項 Fj 
ー → コミュニケーション能力
多様な感覚
自然 _XJ源 と腰源
影 ,lL川寺計
効用 と危険 , 日よけ
裁量 二度源 /反射体 としての恒星 と月
★ →倫理第 1/2学年第 4分野 
→ -価値案内
松明 ,ロウソク,電球 ,蛍磨灯
推論 ,問いを出す
探究を行い ,評価す る
,#の現象に腐賓を府げろ太陽 /智の作用人工の)だ源の意義-jEを使った探究一一透明 ,透明でない ,反射物質 )Eと闇の窟賓を語表で結果を整理す る 
--ノ妊娠 ,対象 ,影の関係 → -交通安 全
影絵芝居 ,影作 り,影絵
問題設 'iEをす る
影の元 と形の関係 を明 らかにす る ;影の形をスケ ッチす る
自分の学習場所で E'-の状況を試す
裁量 二影の形か ら元を推量す る
★ -工芸第 1/2学年第 3分野
試行や _美顔 によって空素の本質的な性質を jL'i 変化す る条件で空音の性 質の検証 _美顔
第 2学年か ら方法 として類 を入れ る
風船 ,要素ポンプで空音の存在 を考える
落 下傘 ,風車での空音抵抗
加腰による空 有膨張
固体をつかって感覚を比較す る
-一方法 コンビテンシー
口 ,様々な物 ,楽器を使 って
例えば ,こだま ,メガホンで音の伝搬を体験する
裁量 :雷 , コウモ リ 
★ -音楽第 1/2学年第 4分野
気体 としての要素目的に合わせ 探究 方法 としての宕顔空 音の動きによる雑音 と楽音 との発牛-動 く空京としての風の粛鼻 ★ -_J二作第 1/2学年第 1分野風で動いているものを認知する
凪が吹いている方向を知 り,風の音を受け ,挙げる
風の作用 .効用 と危険
大気現象 と自然の現れを知 i 認知能力の多様性
→ → コ ミュニケー ション能力
表内に描かれた記号を知 り,読み取る
天気了,報をする
四季 _有泉大気の威容 記録-温度計による測定 現れを語 り,関連 を意味づける天気 LA作成
概念 :目盛 り . >k点 と沸点 デ ジタル測定 との比較
適切な行動様式 -那 _有衷現象に関す る知識の転 # 東泉によって服を着る
霧 ,闇夜での視界
雨で湿った道路での交通状況
理 由付ける :そ して ,なぜならば ,そ うすれば 
-→- /ih-涌 安 全
二穿瀞 による.水の本質的な性質を鬼/る 第 2学年か ら目的にあった探究の方法 として顔 を導入す る 
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-溶媒 としての水
一一溶ける物質
一一溶けない物質
和本との比較を_若齢 -fる様々な問越設定で固体の融解 と分離をす る
概念理解
水 U)温度 と動きとの関係
蒸発 と気化に上る結晶作製 ;沈殿真顔
健康上の危険に注意す る
裁量 :混分 と'Jt離について他の者慶
水の意義 と水に似た液体を扱 う際の危険について腰度 を/7.1す /ヒ命の茶礎 ,健康法家庭における腐食性 毒性 ,刺激Jrq=_,発火性溶液での注意
標識 , ｣1二しい管理の叶能性 と必要性 
★ -新教第 1/2学年第 2分野
,
第 3′当年 12時数 4大畑 E 
ド--東泉について情報を得る p7能性を知 る
. ]
良/))の戯黍,メデ ィアからの情報
農 夫の ′レー ル
裁 墓 :自然における生物気象学的観点 ,メデ ィアからの大気
蛮｣
--交通安全
一一情軸学的了.傭教育
年齢にあったアプローチ
水の状態相互の簡単な物理的総括を舟a
-水の物質状態 :固体 .液体 .気体
-水の状態変化の臭■爵 
一一概念 :凝固 ,融解 ,気化 ,蒸発,凝結
身の回 りにおける事例を探す
温度依存性 
Hに見えない /水蒸気 ,見える雲
裁 量 ニ気化 ,蒸発 ,凝固についてのその他の異常
一一方法コンビテンシー
自然における水 o)循環-水の状態変化について知識の蘇 多様な問題設定をする
挿絵で水U)循環を示す 
/水の流失保全 
★ - ドイツ語第 3学 /+I-/JJt野話す聞く
探究と男顔 によって物 cT)招き沈みの簡単な総括を/加a
-様 々な物の浮 く可能性 
一物の重さと形による浮 く可能性
男■虜
-一方法コンビテンシー
結果 cT)定着のために表 O-)作ノ成
形の'変化による浮き沈みの変化
自主的に規則性を見出す
裁量 :食脂 ,水における浮き沈み
第 4学年 7時 数 3大項 目.
人間の生活 -♂)火の影響をおる 
-効用 と危険
-ロウソクでの燃焼過程の見 紛
-火事発生の条件
- LB3第 3分野
燃焼によるプどcT)効用,Jf和 )効用 ,損害
火せ 扱 う行動方法 
一一仙値案内
因果関係を説 Pj]す る,例えば .もし,そ うすれば ,
そ うでなけj1ば ,なぜならば ,そ して,に幸)かかわれず
様々なもの U)燃焼可能性 
1/#の良導体 と不良導体 との認識の為に具慶的な方法のj 
ノ好
L+.- 自然物 ,プラスチ ック,求.ぞ 素
挿絵を描 く.凶蓑を作る
家庭内の技術機器 -の,#の伝導 と減衰に関する知識の轟ご 絶縁の為に,勲の不良導体の利用 ,焼いた り料理す る際の,#0
と空気であり,第 3と4大項目は気象であるO なお,
第 4学習分野 (LB4):無生命自然の現象との出会い,
第3学年の 4つの大項目は気象,水 (三態,循環,
浮沈)であり,第 4学年の 3つの大項目は燃焼,熱
伝導 (とその利用)である｡
結局,学習内容の検討からは,東 ドイツの初等教
育段階で気象分野はなされていたが,旧東 ドイツ地
区 ･ザクセン邦グルントシューレに至って,気象分
)
野以外に,物理学の幾つかの分野 (光,熱,静力学
など)も行われるよう変化したといえる｡ 
Ⅳ.おわりに
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルントシューレ
と東 ドイツのオーベルシューレ (第 1-4学年)と
に焦点を当て,いわば憲法,学校教育法,学習指導
要領などの比較考察から, ドイツにおける初等教育 
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段階 (通算呼称第 1-4学年)の物理教育の変遷を シューレに至って,気象分野以外に,物理学の幾つ
明らかにしてきた｡ かの分野 (光,熱.静力学など)も行われるように
旧来 ドイツ地区のザクセン邦は.西 ドイツつま 変化し.気象分野が物理学の一分野でないと考えれ
り連邦共和国 )を構成する邦とkilB d bunesrepu( ば,初等教育段階で物理教育がなされるよう変化し
Demo
)で掲げられていた社会主義国の建設を
(
kilR bepu
なり.東 ドイツつまり民主共和国 ihsce
k tra
 たといえるO
標梼しなくなり,その教育制度は中央集権 ･単線型
から地方分権 ･フォーク型に大きく変化し,初等教
育段階は,全員が在学する 10年制オーベルシュー
レの最初の 4年間から,前期中等教育段階で分岐す
るまでの全員が在学する 4年制グルントシューレに
変わった｡
物理教育も科学教育も独立した教科として設定さ
れていないが,いわば共に生活科に相当する郷土科
と事象教授があり,週授業時間数はこの 4年間合計
最後に,ほほ 1980年代始めまでの (西) ドイツ
の初等科学教育の変化や意味を,バイエルン矧 ノ
ルトライン･ヴェストファーレン邦.シュレスヴイ
ヒ ･ホルシュタイン邦に注目し,明らかにしてきた
研究成果l･2)から,教科郷土科における物理教育
から事象教授における物理教育への変遷をとりまと
め.今回の研究の考察を,更に,発展したい｡
｢教科郷土科に換えて教科名として事象教授を他邦に先
だって採栢したのは,(首都ボンを有していた)ノルトラ
イン･ヴェストファーレン邦であり ,‥ 9691･ 年に出されで共に 10で同じであり. ドイツ語の中の一つの分野 
た試行版指導要領 (
(領域)とドイツ語の授業との連携を可能にした週 たo若干の変更.例えば,事象教授の中に設けられた学
iinenltV hihersucsrc )においてであっ
授業時間数の指示とで分かるように,共にドイツ語
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L b ihernerec習領域 ( )の区分に,化学を独立させ家政を
加えるという変更ののち ,1 年に改訂版が出されてい
る｡これらが,他の邦に具体的なモデルを提供し ,- ･教育の大綱を規定しているいわばこれら新旧学習 影響したことは予想できる｡(事象教授の内部構造･学習
と密接に関連している｡
指導要領 )は,実施開始年で比べれば,Lh lerpan( 領域として)物理を単独で一つの区分にしている邦は,
0
学習目標の側面,要請されているかどうかから検
ほぼ 2年間の隔たりを有 している｡
初等教育段階 (第 1-4学年)において物理教育
がなされている可能性のある教科 ･領域 ･学習分野
は, ドイツ語の領域郷土科の学習分野 ｢自然に関す
る知識-自然観察｣から事象教授の学習分野 ｢無生
命自然の現象との出会い｣に換わった｡
この内部構造 ･学習分野からは物理教育の有無な
どは速断できなかった｡
討すれば,物理教育が,東 ドイツオーベルシューレ 
(第 1-4学年)においては判断ができず,旧東 ド
イツ地区 ･ザクセン邦グルントシューレにおいては
扱われていると推測できた｡
東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)にお
いては,全学年で気象分野が扱われていた｡物理教
育が扱われないと確認できる｡一九 旧東 ドイツ地
区 ･ザクセン邦グルントシューレにおける第 1&2
見あたらない｡その区分に,いわゆる物理 ･化学･生物
という中等教育段階の数科名を,採栢しているのはノル
トライン･ヴェストファーレン邦であり ,｢物理･気象｣
という区分であった｡･ -ノルトライン.ヴェストファー
レン邦の物理 ･気象の学習領域は,事象教授の筆頭領域
の位置そして自然科学的学習領域の中で筆頭の位置を占
めている｡学習領域に対する学習目標も,最初に言及さ
れており ,理論形成を究極の目標としている｡学習内容は,
動力学以外の物理学の古典的な分野すべてをカバーして
いる｡I -気象の内容は,物質の三態に関連させ第1･3
学年に置かれている/ l物理の内容は,熟 , 磁気･静L 光･
力学 ･電気の順に第 2学年から置かれ,運動などを扱う
動力学以外の物理学の古典的な分野すべてをカバーして
いる｡ .-最初の事象教授をもたらしたノルトライン･ヴェ
ストファーレン邦とに注目すれば,事象教授によっても
たらされた (西)ドイツの初等教育段階における物理教
育の現代化は,学問的な予備教育･専門からの要請に応
えたものであると推定できる｡｣
旧西 ドイツでも同じであるが,また,表 2東 ドイ
ツオーベルシューレ (第 5-10学年)週授業時間
割表でもわかるように,地学が教科 ･領域などで設学年 ･第 4学習分野 (LB4):無生命自然の現象と
の出会いの第 5と6の大項目で水が扱われており, 定されていないのであれば.気象分野は物理に含め
東 ドイツとは視点が異なっている｡第 1と2の大項 るか関連させるしかないことを示している｡
目は,光と空気であり,第 3と4大項目は気象であ また,気象分野を物理学の一分野に含めるとすれ
る｡なお,第 4学習分野 L(B4):無生命自然の現 ば,既に,東 ドイツにおける初等教育段階でも物理
象との出会い.第 3学年の 4つの大項目は気象,水 教育がなされていたと解釈でき,旧東 ドイツ地区 ･
(三鼠 循環,浮沈)であり,第 4学年の 3つの大 ザクセン邦に至 り,初等教育段階で物理教育がなさ
項巨 =ま燃焼,熱伝導 (とその利用)である｡ れるようになったといえるものではない｡
結局,東 ドイツの初等教育段階で気象分野はなさ 結局,初等教育段階の物理教育の概念 ･構造にお
れていたが,旧来 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルント いては,物理学の分野に気象分野を含めるかどうか, 
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どのような分野を必須と見なすかが問題となるとい
える｡
なお,本論文は,第61回理科教育学会全国大会 (辛
成23年 8月20日,松江市 ･島根大学)において口頭
発表した内容に,基づいたものであり,加えて,本
研究の一部は,平成23-25年度 科学研究費助成事
莱 (学術研究助成基金助成金 (基盤研究 (C))課
題番号23501068｢ドイツ語圏における物理教育の概
念 ･構造に関する研究｣(研究代表者 :田中賢二)
によって,支援を受けている｡
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